
令和８年６月２５日（木） 

第１回 家庭教育学級（資料） 

印西市立小林北小学校 

校長 岡本 晃郎(あきお) 

 

テーマ：岡本家流の子育て論 
 

１ プロフィール 

   昭和４２年７月生まれ 今年５９歳  （父：ネジ作り職人 母：お寺の女） 

未年 蟹座 Ｏ型 ２人兄弟の長男 （高２病で不登校経験あり） 

東京都生誕⇒千葉市（小１まで）⇒佐倉市（結婚まで）⇒香取市在住……都落ち？ 

成田市⇒印西市⇒成田市⇒印西市（教育委員会在籍も含む）……の教員生活３６年 

   家族構成＝妻と２人暮らし 

・長男（既婚⇒神奈川県内の中学校教員。嫁と孫２人。） 

・長女（既婚⇒都内の動物病院の支援企業。夫と猫２匹。） 

・次男（未婚⇒神奈川県内の住宅販売企業。猫１匹とフェレット１匹。） 

・三男（未婚⇒大学１年生。教員を目指しているらしい（？） 

 

２ 「これまでの６年間の家庭教育に敬意を表します……」 

   教師の子どもだから……私は放置と、妻の使命感で子育て。 

   父親ができること………心を強く育てること。選択権を与えること。 

              「転んだときの起き上がり方を教える」 

① 小学校で配られた｢空手｣のチラシから始まった…… 

             「楽しい空手？ 勝つ空手？ どちらにする？」 

② 中学校までは空手とボーイスカウト⇒土日も家族全員で外出 

                            ⇒長女の学校でいじめ問題 

③ 高校は自由に⇒全員が空手部に⇒長男の喧嘩 

              ⇒次男のＳＮＳいじめ問題 

④ 受験⇒目標があれば勝手に進む／空手の時間を勉強時間に転換 

⑤ 大学⇒ダンス、ダブルダッチ、空手、軽音部 

 

３ 親の役割 

   ５年後………反抗期⇒どんな親でありたいのか？ 

          上の３人は反抗期なし（「上には上がいる」ことを知れた） 

          家族で同じ目標（空手の大会で優勝したら寿司が食べられる） 

          皆に育てられた（空手の師範、関係の父母、ライバルたち……） 

   １５年後……成人・就職⇒どんな親子になっていくのか？ 

          父はライバルとして先を進む。子は父を乗り越えていく。 

          母は友達（？）として寄り添う。 

          ⇒長男・長女の結婚式で「年中行事を大切にする家庭は円満」 

 

４ まとめ ～自信を持って子育てを～ 

   「子どもは親の背中を見て育つ」｢子は親の鏡｣⇒子は学校で親と同じ言動をする。 

「三つ子の魂 百まで」……母が、人としての基礎・基本を教え続けた。 

我が子の人権を尊重  ……父は、選択する権利を与えた。  ※ 逆でも OK！ 


